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「教育・保育給付認定申請書（新規・変更）兼施設利用申込書」には連絡のつく電話番号を必ずご記入ください。入所選考後、入所が決定した方に入所の意思確
認のため、子ども家庭課から電話連絡をする場合があります。

保育施設利用に関する確認票（同意書）

※以下の確認事項をよくお読みの上、チェック欄にチェック、裏面にご署名をお願いいたします。※以下の確認事項をよくお読みの上、チェック欄にチェック、裏面にご署名をお願いいたします。※以下の確認事項をよくお読みの上、チェック欄にチェック、裏面にご署名をお願いいたします。※以下の確認事項をよくお読みの上、チェック欄にチェック、裏面にご署名をお願いいたします。

～教育・保育給付認定に関する確認事項～

保育施設を利用する場合は、教育・保育給付認定を受けることが必要となります。申請の際には、「保育を必要とする事由」の確認をさせていただきます。

「保育を必要とする事由」については、就労の状況等、必要に応じ、実態を調査させていただくことがあります。

教育・保育給付認定を受けた後に、申込み内容に変更が生じた場合は、「教育・保育給付認定申請書（新規・変更）兼施設利用申込書」を使い、必ず認定の変更
を申請してください。変更内容によっては、新たな支給認定証を交付することとなります。

教育・保育給付認定の有効期間は保育を必要とする事由により異なります。施設利用中の方で、認定期間が終了した場合は、利用終了の手続きをしてください。

～保育施設申込に関する確認事項～

利用手続きに必要な書類は、申込み締切までに必ず提出してください。書類に不備がある場合は受付ができませんので、書類は一度お返しします。締切までに
書類の提出がない場合は、利用選考にかけることができませんのでご注意ください。

利用を希望する保育施設はよくお考えの上、ご記入ください。申込みの際には、お子さんが入所できるよう、町内全ての保育施設の記入をご案内させていただき
ます。

申込後、勤務状況や世帯状況等に変更が生じた場合は、「教育・保育給付認定申請書（新規・変更）兼施設利用申込書」に必要書類を添付し、速やかに子ども家
庭課に提出してください。申込内容が事実と異なる場合、教育・保育給付認定や利用内定を取り消すことがあります。

～利用開始後の確認事項～

各保育施設が定める「きまり」を正しく守り、認定を受けた利用時間の中で、各保育施設の開所時間内に送迎してください。

保育施設でお子さんをお預かりする時間は、保護者の就労時間など実態に応じたものとなります。

各施設により保育目標が異なり、また保育施設利用者負担額以外に実費（制服や延長保育の料金等）を徴収しています。詳しくは各施設へお問い合わせくださ
い。なお見学を希望される場合は、事前に各施設へ電話連絡のうえで、日程調整をしてください。

保育施設ではアレルギーの原因となる食材料を取り除いた除去食を可能な限りで行っています。アレルギーによる食事制限がある場合は、その程度にかかわら
ず必ず各施設にご確認ください。

妊娠・出産を理由としての認定期間は、産前6週経過後最初に到来する月の初日から、出産後57日目を迎えた月の末日までとなります。引き続き継続して申請す
るためには、別の事由が必要となります。

育児休暇明けで申込む場合、復帰日により利用可能月が異なります。勤務先から就労証明書の「育児休暇期間」記入欄への証明を受ける必要があります。育児
休業を短縮して申込をする場合は、入所決定後、育児休業を短縮したことのわかる証明書の提出が必要となります。

保育施設での保育を希望する場合、お子さまの健診結果や生育状況等を関係各課に照会いたします。
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　　　　　　　　　　　　　　　住　　　　所 上三川町

　　　保護者氏名 　　　

利用開始当初には、お子さんが施設に慣れるための「ならし保育」があり、認定された時間に関わらず、お迎えの時間が早くなります。※利用開始日より前に「な
らし保育」をすることはできません。

入所決定後、次年度以降も継続して通われる場合、毎年行う家庭状況調査で家庭の状況についてお伺いするほか、保育が必要な事由の確認のため、就労証明
書等も毎年ご提出いただきます。

延長保育の利用は、各保育施設へ直接申込みをしてください。※お子さんの健康状態や保護者の就労等の状況によっては利用が制限されることがあります。

利用開始後に勤務状況や世帯状況等に変更が生じた場合は、「教育・保育給付認定申請書（新規・変更）兼施設利用申込書」に必要書類を添付し、速やかに子
ども家庭課に提出してください。また、保育を必要とする事由に該当しなくなった場合は、教育・保育給付認定が取り消され、保育の利用解除（退園）となります。

　　　　　　（署名欄）　　　同意年月日　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　　　　月　　　　　　　日

保育施設の利用中に求職中となった場合は、変更の届出をした上で、９０日以内に新たな就職先で就労を開始し、就労証明書を提出してください。提出されない
場合は、教育・保育給付認定期間が終了となり、その月末で利用終了（退園）となります。

保育施設の利用を開始した場合は、概ね月１４日以上の利用をお願いしています。長期欠席等により、保育施設の利用が長期間確認されない場合は、保育の利
用解除（退園）となる場合があります。

保育施設利用者負担額や副食費免除の有無については世帯の税額を合算して算定しますので、離婚されてもお子さんと同居している場合は、父母の税額を合
算のうえ算定します。また、父母が非課税の場合、同居している祖父母等の税額を合算して算定することがあります。

税額が変更となった場合は過去に遡って保育施設利用者負担額も変更となる可能性があります。

０～２歳児クラスのお子さんの保育施設利用者負担額が滞納となった場合、役場の職員が自宅訪問や電話による催促を行います。それでもなお納付がない場合
には、保育の利用解除（退園）となる場合があります。

利用開始後、お子さんの健康状態や発達の状況によりお子さんの健康状態の確認や集団保育の状況を見させていただくことがあり、場合によっては施設の利用
に制限がかかることがあります。

入所が決定した際には、入所が決定した保育施設へ町から申請情報を提供します。

入所保留となった場合の希望（どちらかにチェックをお願いします）

□　翌月以降も継続して申込みを希望する □　継続申込みは希望しない（今回限りの申込み）

　　　　　　上三川町長　あて　　　　　　　　　　　　以上の記載事項について同意した上で、教育・保育給付認定および保育施設利用の申込みをします。


